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竣工だより(令和4年9月～11月竣工) 令和4年11月末現在

所 在 地 施 設 名 称 構造・規模 延床面積 工 期
(㎡) (令和 年 月)

三 重 県 岡波総合病院 新築 S-6 35,006 2. 6～ 4. 9

愛 知 県 東栄町保健・医療・福祉複合施設
東栄ひだまりプラザ 新築 W-1 2,407 3.10～ 4. 9

三 重 県 株式会社岡波 事務所・院外薬局・
応急診療所 新築 S-2 680 4. 1～ 4. 9

大 阪 府 東大阪市長瀬斎場 増築 RC-2 689 3. 9～ 4.10

前号 追加

所 在 地 施 設 名 称 構造・規模 延床面積 工 期
(㎡) (令和 年 月)

〈追加〉
福 岡 県 北九州八幡東病院 新築 RC(一部S）-6 19,990 2.12～ 4. 7
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新年明けましておめでとうございます。
健やかに新年を迎えられたことと存じ上げ

ます。２０２３年の年頭に当たり、謹んでご
挨拶を申し上げます。

昨年も新型コロナウイルス感染症の収束が
見通せない中、ロシア・ウクライナ情勢によ
る資源高騰や円安進行が日本経済に大きな変
化をもたらしました。

その先行き不透明な状況下、皆様のおかげ
をもちまして記念すべき創立８０周年を迎え

結びとなりますが、新しい年が皆様にとって
幸多き年となりますことをお祈り申し上げま
す。
本年も何卒宜しくお願い申し上げます。

令和 ５年 １月 ４日

代表取締役社長 川 本 雄 三

ることができました。これもひとえに皆様のご支援ご芳情の賜物と心より感
謝申し上げます。

厚生労働省が「働き方改革」を推進する中、このコロナ禍で益々IT化が進
み、仕事の取り組み方が大きく変わりつつあります。それは時代の流れでは
ありますが、そこには長所と短所があります。我々の仕事は言うまでもなく、
お客様の思いを形にすることであり、形がある商品を扱っている訳ではあり
ません。形にするまでには多くの方々の協力と努力が必要となります。忘れ
てはならない一番大事なことは、コミュニケーションと考えます。それを怠
ったときに全てが崩壊します。常に長所と短所を意識して今後も業務を進め
てまいります。

今一度、故内藤資忠氏が遺した言葉「建物は使用者にとって機能的で経済
的でなければならない。設計者はその責任を後までも果たすように」を肝に
銘じる思いであります。

諸先輩の努力を継承し、９０年、１００年と継続し成長させ、優しさと厳
しさのバランスがとれた会社を目指してまいります。

本年も「楽しく、愉快に」をモットーに、一歩先を見据え、気を緩めるこ
となく攻めの姿勢を忘れず積極的に物事に取り組み、お客様に信託される
「内藤建築事務所」を更に飛躍させていく所存でございます.



京都大学
医学部附属病院

松原市庁舎

県西部
浜松医療センター

西暦 元号 歩み 社員数 和暦 代表作品

1942 昭和17年 内藤資忠、内藤建築事務所を京都市と旧満州国首都 ５名 17 農産公社の仕事を主に受注
新京市において開設（S17.10.17） 18

19
1945 昭和20年 昭和20年～昭和21年休業 20

21
昭和22年 京都にて内藤建築事務所再開（S22.10.17） 22 Ｇ.Ｈ.Ｑの仕事を主に受注
昭和23年 公共建築物の不燃化と軽量化を目指した材質と工法 23

の研究を始める 24
1950 昭和25年 鉄筋コンクリートアーチ型スラブ（実用新案登録）の開 25

発 26 日本冷蔵四ツ橋貯蔵庫
昭和27年 下関出張所開設（現九州事務所に発展） 27 麒麟麦酒尼崎工場
昭和28年 株式会社に改組、内藤資忠 社長に就任（S28.12.25） １７名 28 野沢セメント彦根工場
昭和29年 改良アーチ型スラブ（実用新案）と構築法（特許登録） 29 平田市庁舎 玉島市庁舎 立命館大学本館

の開発 袋井町立東小学校（以後昭和５０年代にかけて全国１３５校受注）
1955 昭和30年 昭和30年から英米に技術員を派遣、病院建築を研究し、 30 厚生連熊谷総合病院 福岡相互銀行飯塚支店

知識を広めた企画設計により「病院の内藤」と言われる 前橋市立第四中学校（以後昭和５０年代にかけて全国７１校受注）
基礎を築く 31 天理市庁舎 名張市庁舎 松阪市商工会議所

32 明石市立市民病院 大和郡山市警察署庁舎
33 県立富士見病院 糸魚川市庁舎 熊本市立体育館

昭和34年 旧本社ビル完成（現北別館） 34 水戸赤十字病院 県立御所高校
1960 昭和35年 東京事務所開設 35 鹿児島県立体育館 積水化学工業滋賀栗東工場

昭和36年 名古屋事務所開設 36 済生会高岡病院 奈良県立医科大学本館・図書館
昭和37年 創立２０周年 静岡事務所開設、長野出張所開設 １００名 37 掛川市立病院 山口農協会館 京都府立医科大学附属病院

（現長野営業所） 38 田川市立病院 宮崎市庁舎 開智小学校
昭和39年 大阪事務所開設 39 横浜赤十字病院 鳥取市庁舎

1965 昭和40年 奈良出張所開設（現奈良事務所）、高知出張所開設 40 神戸赤十字病院 京都産業会館
昭和41年 九州事務所開設 （現四国事務所） 41 岡山市立市民病院 高知県立中央病院

42 長野県庁舎 神戸市立中央病院
43 静岡赤十字病院西館 名瀬市庁舎
44 厚生連周東総合病院 茨木市民会館

1970 45 京都大学医学部附属病院外科系総合病院
46 鳥取市立病院 小川赤十字病院

昭和47年 創立３０周年 ２９７名 47 奈良県立五條病院 京都府立洛東病院
昭和48年 内藤資忠 会長に就任、片山光生 社長に就任（S48.5.25） 48 別府リハビリテーションセンター 済生会吹田病院

49 茨木市庁舎 泉佐野市庁舎 市立静岡病院
1975 50 県西部浜松医療センター 姫路市消防庁舎

51 青森県立つくしが丘病院 大阪市営秀野住宅
52 浜松医科大学附属病院 県立奈良病院
53 阿久根市庁舎 京都府立舞鶴こども療育センター
54 県立三室病院 兵庫県赤十字血液センター 日野市立南平体育館

1980 55 那覇市立病院 泉大津市庁舎 木曽合同庁舎 市立船橋高校
昭和56年 内藤式ＳＤＲ特許工法による本社ビル完成 56 柏原赤十字病院 京都大学国際交流会館
昭和57年 創立４０周年 ２０７名 57 静岡県立総合病院 高知県西庁舎
昭和58年 内藤 實 社長に就任（S58.6.16） 58 長野赤十字病院 新宮市立市民病院

59 豊科赤十字病院 鳴門教育大学
1985 昭和60年 内藤資忠 会長 死去（S60.3.9） 60 長崎県立大村病院 静岡赤十字病院本館

61 大分市コンパルホール 熊本市立総合体育館
62 京都市水道局・下水道局本庁舎 イコス上尾

昭和63年 藤井栄一 社長に就任（S63.3.26） CADシステム導入 １２５名 63 広島赤十字病院広島原爆病院 市立島田市民病院
平成１年 鹿児島出張所開設（現南九州事務所に発展） 1 金沢市立病院 福岡県立総合プール

1990 平成２年 山下 勝 代表取締役に就任（H2.8.25） 2 西尾市民病院 綾部市立病院 県立岡本台病院
3 富田林市すばるホール 県立五條病院

平成４年 創立５０周年 １４０名 4 京都大学医学部附属病院中央診療棟 県立木曽病院
平成５年 室田裕司 社長に就任（H5.4.1） 四国事務所開設 5 下伊那赤十字病院 福島赤十字病院本館棟

6 出水市立病院 福岡市複合施設あいれふ 宮崎市立図書館
1995 7 社会保険京都病院 松原市庁舎 飯山赤十字病院

8 市立大町総合病院 京都府立嵯峨野高校
平成９年 小島重喜 社長に就任（H９.１２.８） 9 静岡赤十字病院別館 熊本テルサ

10 町立富来病院 長崎労災病院 守山市民病院
11 熊本赤十字病院 萩市民病院 ケアポート栗東

2000 平成１２年 長崎営業所開設 ISO 9001:1994認証取得 12 京都第一赤十字病院 高松北警察署
13 長浜赤十字病院 県立太宰府病院

平成１４年 創立６０周年 １７６名 14 日光市民病院 ＪＡ高知病院 加悦町庁舎
平成１５年 ISO 9001:２０００移行認証取得 15 ひと・まち交流館京都 和歌山県立こころの医療センター

16 済生会滋賀県病院 種子島合同庁舎 京都ライトハウス
2005 17 中部空港警察署 済生会川口総合病院 熊野市立有馬中学校

平成１８年 小島重喜会長に就任、河合純一社長に就任（H18.10.1） 18 近江八幡市立総合医療センター 常陸大宮済生会病院
南九州事務所開設、宮崎営業所開設 備北丘陵公園総合管理事務所 北九州総合病院

19 ホテルクレスティア鹿児島 高の原中部病院
平成２０年 川本雄三 社長に就任（H２０.10.1） 20 京都市営地下鉄太秦天神川駅 ＪＡたかつき本店

21 兵庫県立加古川医療センター 京阪中之島駅
2010 平成２２年 山下 勝 会長に就任（H２２.1２.６） ISO 9001:２００8移行認証取得 22 京都大学iPS細胞研究所 大洲法務支局

23 京都府立医科大学附属病院外来診療棟 グランチャ東雲
平成２４年 創立７０周年 １６０名 24 東京ベイ・浦安市川医療センター 徳島県立中央病院

25 公立甲賀病院 滝宮総合病院 有馬温泉病院
26 福井大学病院Ａ病棟 市立ひらかた病院

2015 平成２７年 広島事務所開設、福井営業所開設 27 広島赤十字・原爆病院東棟 綾川町立綾南中学校
28 兵庫県立こども病院 滋賀県立成人病センター

平成２９年 和歌山営業所開設 ISO 9001:２０１５移行認証取得 29 警視庁八王子警察署 岡山労災看護専門学校
30 松本協立病院 阪和いずみ病院 東鷲宮病院

令和１年 神戸営業所開設 1 奄美市本庁舎 七尾病院 京都民医連中央病院
2020 2 宇治田原町新庁舎 京都ＪＡビル・リーガグラン京都

3 島田市立総合医療センター 広島市立北部医療センター安佐市民病院
2022 令和４年 創立８０周年 ２５５名 4 京都済生会病院 済生会加須病院 館山病院 ヴォーリズ記念病院
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京都府立医科大学
附属病院

内藤建築事務所８０年の歩み

■□
■■ トピックス

横浜赤十字病院

長野県庁舎

当社は昨年創立８０周年を迎えました。これまでの数多くの実績により蓄積されたノウハウを生かし、複雑かつ高度化
していく施設環境に対応すべく、日々新しい高度な技術と幅広い知識を吸収するため、調査・研究を行っています。

静岡県立総合病院

熊本赤十字病院

ひと・まち交流館京都

島田市立総合医療センター

広島市立北部医療センター安佐市民病院

奈良県立医科大学
及び附属病院
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受賞報告

JAHMC学会賞 優秀賞
第２５回日本医業経営コンサルタント学会福島大会 講演

■□
■■

［河﨑部長 受賞コメント］
コロナ感染拡大当初から、全国に先駆けて所員有志が力を合わせて作成した企
画書を発表し、４件の仮設病棟を建設、完成後も運用把握に努めてきた一連の
流れを評価いただきました。３年間のコロナ時代に学んだノウハウを活かして、
次のパンデミックにも耐える BCP病院を作って参りたいと思います。

トピックス

昨年１０月８日に福島県で開催されました「第２５回日本医業経営コンサルタント学会 福島大会」での、取締役

常務執行役員 河﨑邦生企画部長による「仮設病院の企画から運用まで」と題した講演が、JAHMC学会賞 優秀賞を受

賞されました。

医学書院発刊の医学専門雑誌「病院」１０月号に「札幌南徳洲会病院・地域緩和ケアセンター」が掲載されました。

東京事務所 中村守宏企画室次長が設計者の視点から病院運営や経営に貢献する建築のあり方を熱く語られています。

札幌南徳洲会病院が「病院」に掲載されました

一般社団法人日本医療福祉建築協会の会誌１０月号に京都済生会病院が「地域に密着した医療を提供し続けるために」と

いうテーマで、山本貴史 大阪事務所技術チーフによる記事が掲載されました。

京都済生会病院が「医療福祉建築」に掲載されました

雑誌掲載



京の路地裏探訪京の路地裏探訪 ちょっと寄り道・さんぽ道ちょっと寄り道・さんぽ道
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岡崎神社は、延暦１３年（７９４）桓武天皇

の長岡京よりの平安京遷都に際し、王城守護の

ため平安京の四方に建立された社の一つで、陽

のいずる都の東（卯の方位）に鎮座することか

ら東天王と称されました。

貞観１１年（８６９）清和天皇の勅命により

社殿が造営され、播磨国広峯（現在の兵庫県姫

路市北方）から祭神として、素戔嗚尊（すさの

おのみこと）、櫛稲田媛命（くしいなだひめのみ

こと）及びその御子三女五男八柱神を迎え祀ら

れています。

室町時代享徳元年（１４５２）には征夷大将

軍足利義政により修造が行われ、幕府との関係

も深かったと思われます。

岡崎神社は、祭神二柱が三女五男八柱神の御子神をもうけられ

子宝に恵まれたことから子授け安産の神として信仰されています。

また、往事境内を始め地域一帯が野うさぎの生息地であり、うさ

ぎが多産であることから氏神の使いと伝えられるようになりまし

た。

境内にはうさぎがいっぱいいます。手水舎の子授けうさぎ、撫

でて縁結び・夫婦和合を祈願する狛うさぎ、そして良縁・金運を

招いてくれる招きうさぎ、今年の初詣はたくさんの人かな。
取材に寄せていただいた日、本当のうさぎさ
んに遭遇、写真許可もＯＫ!カメラ目線いた
だきました。

手水舎の子授けうさぎ

月を仰ぎ体に力を満たしたお腹を擦ります

塀殿に向かって右側が縁結びの招きうさぎ

左が金運の招きうさぎ

おみくじとお守りが一体化した「うさぎみく
じお守り」うさぎさんは境内に奉納するもよ
し、持って帰るもよし。

（グーグルマップを使用）

うさぎ神社「岡崎神社」
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一
七
三
〇
年

の
享
保
の
大
火
（
西
陣
焼
け
）
な

ど
か
ら
焼
失
を
免
れ
京
洛
最
古
の

建
造
物
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
真
言
宗
智
山
派
の
寺
院
で
、
山
号
を
「
瑞
応
山
（
ず
い
お
う
ざ
ん
）」

と
言
い
、
千
本
釈
迦
堂
（
せ
ん
ぼ
ん
し
ゃ
か
ど
う
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
千

本
釈
迦
堂
の
名
前
の
由
来
は
、
本
堂
の
行
快
作
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像
が
古
来
よ
り

厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
近
く
に
南
北
に
走
る
千
本
通
が
あ
る
こ
と
。
千
本

の
卒
塔
婆
（
そ
と
ば
）
が
道
に
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
千
本
の
桜
あ
る
い
は
千

本
の
松
並
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

十
二
月
七
日
・
八
日
に
は
「
大
根
焚
き
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
十
二
月
八
日
は
、

お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開
か
れ
た
日
と
し
て
「
成
道
会
」
が
行
わ
れ
、
法
要
に
は
、

四
本
の
大
根
を
縦
半
分
に
切
っ
て
八
本
と
し
、
切
り
口
に
釈
迦
の
種
子
（
梵
字
）

を
書
い
て
供
え
、
参
詣
者
へ
の
「
悪
魔
除
け
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
悪
魔

除
け
の
大
根
」
は
、
他
の
大
根
と
一
緒
に
炊
き
上
げ
て
、
参
詣
者
に
振
る
舞
わ
れ

た
の
が
「
大
根
焚
き
」
の
は
じ
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
に
伝
わ
る
「
大
根
焚

き
」
は
、
「
諸
悪
病
」
を
取
り
除
き
、
健
康
増
進
を
願
い
、
味
付
け
し
て
煮
込
ん

だ
大
根
を
頂
き
ま
す
。

千
本
釈
迦
堂
大
報
恩
寺
の
境
内
に
は
「
お
か
め
塚
」
が

あ
り
ま
す
。
本
堂
建
立
中
に
大
工
の
棟
梁
・
長
井
高
次
（
た

か
つ
ぐ
）
が
代
り
の
な
い
四
天
王
の
柱
の
内
、
一
本
の
寸

法
を
切
り
誤
っ
て
困
っ
て
い
る
と
妻
・
お
か
め
（
阿
亀
）

が
斗
組
（
ま
す
ぐ
み
）
を
用
い
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

無
事
に
完
成
し
ま
し
た
。
た
だ
お
か
め
は
女
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
大
任
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
れ
て
は
夫
の
面
目
が
潰

れ
る
と
思
っ
て
、
上
棟
式
を
待
た
ず
に
自
害
し
ま
し
た
。

長
井
高
次
は
お
か
め
の
冥
福
を
祈
っ
て
お
か
め
塚
（
宝
篋

印
塔
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
））
を
建
て
、
お
か
め
の
名

に
ち
な
ん
だ
福
面
を
付
け
た
扇
御
幣
（
お
う
ぎ
ご
へ
い
）

を
飾
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
上
棟
式
で

お
か
め
御
幣
が
柱
に
飾
ら
れ
る
の
は
、
お
か
め
の
徳
を
偲

ん
で
、
永
久
に
保
つ
よ
う
な
頑
丈
な
建
物
と
な
り
、
繁
栄

を
祈
る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
に
長
い
戦
乱
の
時
代
に
多
く
の
神
社
仏
閣
が

焼
失
し
た
時
に
も
、
大
報
恩
寺
だ
け
が
災
難
を
免
れ
、
創

建
当
時
の
ま
ま
残
っ
た
事
か
ら
、
「
災
難
厄
除
」
「
招
福
祈

願
」
を
祈
る
土
木
・
建
築
業
者
の
参
拝
や
、
お
か
め
の
徳

に
あ
や
か
っ
て
「
縁
結
び
」
「
夫
婦
円
満
」
「
子
授
け
」
を

祈
願
す
る
女
性

の
参
拝
が
続
い

て
い
ま
す
。

大報恩寺境内中央にある枝垂れ桜「阿亀桜（おかめさくら）」



内藤建築事務所

■本社
〒606-8202
京都市左京区田中大堰町182
TEL：075-781-4111／FAX：075-701-2423
E-Mail：kyoto@naito-archi.co.jp

■東京本社
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■東京事務所
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■名古屋事務所
〒460-0003
名古屋市中区錦1-7-32 名古屋SIビル5階
TEL：052-212-4645／FAX：052-212-4051
E-Mail：nagoya@naito-archi.co.jp

■大阪事務所
〒541-0045
大阪市中央区道修町1-4-6 ミフネ道修町ビル5階
TEL：06-6203-7110／FAX：06-6203-7122
E-Mail：osaka@naito-archi.co.jp

■広島事務所
〒732-0052
広島市東区光町1-13-20 ディア・光町ビル3階
TEL：082-568-5544／FAX：082-568-5545
E-Mail：hiroshima@naito-archi.co.jp

■九州事務所
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前1-14-16 博多駅前センタービル5階
TEL：092-441-6836／FAX：092-451-4860
E-Mail：kyushu@naito-archi.co.jp

■静岡事務所
〒420-0859
静岡市葵区栄町2-5 アークビル5階
TEL：054-253-6347／FAX：054-255-7859

■奈良事務所
〒634-0078
奈良県橿原市八木町1-7-3 橿原ビル4階
TEL：0744-29-0322／FAX：0744-25-7159

■四国事務所
〒781-0806
高知市知寄町2-2-41 知寄町マンション2階
TEL：088-883-4280／FAX：088-883-4272

■南九州事務所
〒892-0871
鹿児島市吉野町3095-157
TEL：099-294-0311／FAX：099-294-0311

■長野営業所
〒381-0043
長野市吉田3-14-17
TEL：026-241-0590／FAX：026-241-1245

■福井営業所
〒918-8112
福井市下馬2-812
TEL：0776-43-6027／FAX：0776-43-6029

■神戸営業所
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-12
TEL：078-367-6255／FAX：078-367-6256

■和歌山営業所
〒640-8354
和歌山市北ノ新地東ノ丁1
TEL：073-435-6080／FAX：073-435-6101

■長崎営業所
〒852-8023
長崎市若草町13-3
TEL：095-844-5151／FAX：095-844-5151

■宮崎営業所
〒886-0006
宮崎県小林市北西方3000-1
TEL：0984-27-2485

■本社

■東京本社


